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三角形の合同証明　基本2
学習日；

右の図で，四角形ABCDがあり，AB=DC，

∠ABC=∠DCBである。

このとき，△ABC≡△DCBであることを

証明せよ。

右の図で，直線AB と直線CDは平行である。

直線AB上の点Eと直線CD上の点Fを結ぶ線分EFの

中点をOとする。点Oを通る直線が直線AB，直線CDと

交わる点をそれぞれP，Qとする。

OP=OQであることを証明せよ。

右の図で，四角形ABCDがあり、AB＝AD，CB＝CDである。

△ABC≡△ADCであることを証明せよ。
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解答
△ABCと△DCBにおいて

仮定より AB=DC･･･①

∠ABC=∠DCB･･･②

BCは共通･･･③

①，②，③より2辺とその間の角がそれぞれ等しいので

△ABC≡△DCB

△EOPと△FOQにおいて

仮定よりEO＝FO･･･①

対頂角は等しいので∠EOP＝∠FOQ･･･②

またAB//CDより，錯角は等しいので ∠PEO＝∠QFO･･･③

①，②，③より1辺とその両端の角がそれぞれ等しいので

△EOP≡△FOQ

合同な三角形の対応する辺は等しいので

OP＝OQ

△ABCと△ADCにおいて

ACは共通･･･①

仮定よりAB＝AD･･･②，CB＝CD･･･③
①，②，③より3辺がそれぞれ等しいので
△ABC≡△ADC
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